
 

       地域のふくし情報 

             

              “地域に信頼され 安心を提供できる 社協を目指して” 

                              発行元 社会福祉法人和泊町社会福祉協議会 

                              発行日 平成２５年 ６月２５日 

 

 社会福祉協議会では、任期満了に伴う役員改選が行われ新しい役員体制の下、社協ビジョンである 

“地域に信頼され 安心を提供できる 社協を目指して”平成２５年度をスタートいたしました。 

≪役 員 紹 介≫ H25,06,01 現在                       （敬称略） 

会 長 竿 田 富 夫 有識者 評    議    員 

副会長 長 田 榮 利 有識者 伊集院周克 区長会代表 榮  富 弘 民児協代表 

理 事 名 島 勝 一 施設代表 大 屋 富 茂 区長会代表 中 村 ス エ 
長寿クラブ代

表 

理 事 長 田 隆 一 教育委員代表 榮  末 雄 区長会代表 村 田 行 夫 
障害者団体代

表 

理 事 川 村 秀 文 区長会代表 有 川 健 志 区長会代表 外山恵美子 母子会代表 

理 事 盛  泰 夫 有識者 村 吉 政 秋 農協代表 佐々木よし子 保護司会代表 

理 事 種子島公彦 行政代表 南  好 二 商工会代表 吉 峯 実 文 遺族会代表 

監 事 上 原  清 有識者 葉棚美津乃 女性団体代表 葉 棚 文 雄 行政代表 

監 事 松 下 元 文 有識者 安 徳 建 二 ＮＰＯ代表 理事７名、監事２名、評議員１５名 

第三者委員 永 井 一 夫 民生委員 中 屋 吉 右 福祉行政経験者 今井フサ子 学識経験者 

≪職 員 状 況≫ 

事  務  局 高齢者福祉部門 障害福祉部門 児童福祉部門  合   計 

７名 ３２名 １２名 ３３名 ８４名 

～町民の皆さまのご理解とご協力をお願い致します～ 

Ⅰ 平成２４年度の主な社協活動（地域福祉活動）の実績について 

  ①相談・支援事業 

高齢者関係 障害者関係 児 童 関 係 そ の 他 合  計 

１３７件  ４６件  ６８件  ２５件  ２７６件 

  ②福祉サービス利用支援事業（契約件数２４件） 

相談支援  金銭管理  各種手続き 書類等預り 合  計 

７２５件 ６６１件  ３１件  １４件 １４３１件 

   ※判断能力に不安のある方の日常生活を支援する事業です。 

  ③福祉機器リサイクル（貸出）事業（貸付件数：１５件） 

  ④シニアはつらつ（脳トレ）教室開催事業 

   ○教室開催数：４９回（延利用者数：１０４０名） 

   ○学習サポーター派遣（延参加者数： ３２７名） 

   ※シニアはつらつ倶楽部・・毎月１回わどまり保育園での交流活動（延参加者数：９４名） 
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  ⑤暮らし安心・地域支え合い推進事業（コーディネーター１名配置） 

   ○支え合いマップ作成支援（２回、延参加人数：３３名） 

   ○住民座談会（８回、延参加人数：１５７名） 

   ○ふれあい・いきいきサロンリーダー養成研修会（４０名） 

   ○生活支援サポーター養成講座（３９名）・懇談会（６回、延参加人数：６３名） 

  ⑥生活支援サービス「あぐネット」事業 （７月開始） 

   ○生活支援サポーター会員：１６名、利用会員：２７名 

   ○活動件数：４０件、派遣人数：６４名 

  ⑦訪問介護員養成研修（２級課程）・・資格取得者：１５名（１３６時間） 

  ⑧ボランティアセンター運営事業 

   ○相談件数：７７件、斡旋件数：７０件、登録者数：５２０名 

   ○ボランティアスクール・講座（１７回、延参加人数：４０７名） 

   ○社協主催ボランティア活動（５２回、延参加者数：４９０名） 

  ⑨赤い羽根共同募金事業（募金総額：１，４６９，３４７円） 

  ⑩赤十字活動（災害救援物資配布：４９件、災害見舞金配布：５０件） 

   赤十字奉仕団研修会（参加人数：４３名）、青少年赤十字研修会（参加人数：３０名） 

  ⑪祭壇貸付事業（貸付件数：７件）・補装具相談会（５回、相談件数：２９件） 

  ⑫スクールソーシャルワーカー活用事業（２名配置、活動件数：１１３件） 

  ⑬福祉団体支援事業（障害者団体・母子寡婦福祉会・遺族会の事務局） 

※ 各種活動内容の詳細は、裏面をご覧ください。 

 

Ⅱ 平成２４年度収支決算の状況（特別会計を含む。） 

 〔収入合計：３３１，２３３，９０２円〕 

  ①会  費    １，１１８，０００円 

（２，７９５世帯） 

  ②寄 附 金    ２，４９３，０００円 

  ③補 助 金   ２５，４８２，４８０円 

  ④受 託 金   １３，１５０，０００円 

  ⑤事業収入  ２６１，６００，３４１円 

  ⑥雑 収 入   ２７，３９０，０８１円 

  収入では、介護保険サービス利用者の重度 

 化と障害福祉サービス利用者の増加が顕著に 

 表れています。また、地域福祉推進事業や相 

 談支援事業等の新規事業も追加されています。 

 〔支出合計：３０５，６５５，０２０円〕 

  ①人 件 費  ２２０，８９５，４３０円 

  ②事 務 費    ６，４０２，３９９円 

  ③事 業 費   ６３，４８１，７７８円 

  ④積立支出    ８，３００，２３９円 

  ⑤雑 支 出    ６，５７５，１７４円 

  支出では、新規事業の追加や介護等サービ 

 ス利用者の増加に伴う人件費と施設・設備の 

 老朽化や昨年の台風被害の改善を図るための 

 積立支出が増額となっています。今後は職員 

 の世代交代に向けた人材養成と確保、サービ 

 スの質の維持・向上が大きな課題となります。 



〔生活支援サービス事業“あぐネット”〕 

 昨年７月から介護保険制度等の公的サービスで

は、対応が困難な生活上のちょっとした課題を解決

する仕組みとして、生活支援サービス事業“あぐネ

ット”を開始しました。 事前に登録された生活支

援サポーター会員が利用会員宅を訪問し、台風後の

片付けや室内の清掃、衣類の整理など、１時間程度

の作業を行いました。会話も弾み、和気あいあいの

中で、アッという間に、家も気分もスッキリしまし

た。 利用会員の登録は、随時行っています。 
      

〔住 民 座 談 会 の 開 催〕    

 皆さんは、普段、自分自身のことや家族のこと  

地域のことについて、あらためて考える機会があ  

りますか。社協では、平成２４年度から希望する 

字で住民座談会を開催しています。この座談会は 

字民なら誰でも参加でき、地域の良さや課題を再 

発見するとともに、より住みよい地域（字）づく 

りを目指して、気軽に意見を出し合う場です。 

 国頭字では、高齢者が気軽に集う場所がほしい 

という意見から、旧公民館を利用した「国頭ぴん 

ぴんサロン」の立ち上げにつながりました。 

    〔複数事業所連携事業〕 

 地域内の介護事業所や施設が連携し、研修を実施す

ることで、人材の育成、定着を図ることを目的に開催

いたしました。今回は、阿蘇市から３名の職員をお迎

えして、住民に楽しみながら、地域の福祉課題につい

て理解してもらう「福祉劇」の取り組みについて、ご

指導いただきました。認知症をテーマにした福祉劇の

実演では、素人とは思えないお婆さんの熱演に、大い

に盛り上がりました。 

本地域でも各事業所が連携した福祉劇団が設立され、

職員も地域も元気になることを期待します。 

〔収集ボランティア活動〕  
誰でも気軽に参加できるボランティア活動とし

て、平成９年度から推進してきました「使用済み 

切手」の収集活動。多くの事業所や個人の皆さまか

ら寄せられた切手が一定量（２箱）に達しまし 

たので、小さな親切運動鹿児島県本部に送付しまし

た。集められた切手は、各種協会を通じて換金 

され、医療従事者や保健ボランティアの育成、発展

途上国への医療品の提供などに役立てられます。 

 今後も使用済み切手の収集を継続して行っていき

ますので、ご理解とご協力をお願いします。 



 

〔シニアはつらつ教室修了式〕 
平成２０年度から元気な高齢者を対象に、認知

症予防と脳の健康維持を目的に、毎週土曜日の朝

会福祉センターで開催しています。教室の運営

は、ボランティアである学習サポーターの支援を

得て開催している「シニアはつらつ教室」も今回

で、１０期生の修了式（３月）を迎えました。 

修了証書と学習サポーター手づくりの記念品の

授与後、学習サポーターや学習者の演芸披露やバ

ス遠足で、楽しい時間を過ごしました。あなたも

気軽に楽しく“脳トレ”してみませんか。 

〔九州北部豪雨災害職員派遣〕 

 昨年７月に九州北部地区を中心に発生した集中

豪雨により、甚大な被害を受けた阿蘇市に災害支 

援のため、本会から職員を１名派遣しました。 

 阪神淡路大震災以降、全国的にボランティアに

対する関心が高まり、以後の災害時には全国から 

多くのボランティアが駆け付けるようになりまし

た。社協では、ボランティアのニーズ把握、受

付、登録、派遣調整等を行う災害ボランティアセ

ンターを設置し、ボランティア活動支援を行うこ

とで、早期復興に向けた重要な役割を果たしてい

ます。 
〔“赤い羽根号”始動〕 

                       平成１８年からバスやタクシー等の利用困難者 

                      を対象に、外出の支援を行う福祉有償運送事業を 

                      九州運輸局からの許可を得て、実施しています。 

                       この度、赤い羽根共同募金会から助成をいただ 

                      き、車イスでも安心・安全に乗降が可能で、狭い 

                      道路もスムーズに移動ができる「赤い羽根号」を 

                      購入しました。事業の浸透に伴い、利用者も利用 

                      頻度も増加傾向にあり、活躍が期待されます。 

                       当該事業のご利用には、町での登録が必要です 

                      ので、事前に本会又は役場にご相談下さい。 

 

 

 

  社会福祉協議会では、住み慣れた地域で安心して暮らしていただくために、日常生活を支援 

 する「福祉サービス利用支援事業」を実施しています。この事業の対象は、高齢者や障がい者 

 で自らの判断能力に不安があり、福祉サービスの利用の手続きや日常生活の金銭の支払い等に 

 お困りの方です。サービス内容は、福祉サービスの利用に関する相談、申込・解約の手続きや 

 利用料金の支払い、年金等の手続き、公共料金の支払い、預貯金の出し入れ等のお手伝いを 

 いたします。また、印鑑や預金通帳、証書などを安全な場所でお預かりいたします。 

    お問い合わせは、社協事務局（９２－２２９９）までお気軽にご連絡下さい！ 


